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通
常
国
会
が
１
月
20
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
国
会
論
戦
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の

ト
ラ
ン
プ
新
政
権
の
政
策
や
外
交
問
題
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。 

世
界
や
国
内
か
ら
孤
立
気
味
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
、「
米
国
第
一
」
優
先
を
宣
言

し
、
メ
キ
シ
コ
と
の
国
境
に
壁
建
設
や
雇
用
優
先
で
企
業
の
海
外
流
出
ス
ト
ッ
プ

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
安
倍
首
相
が
、「
日
米
同
盟
第
一
」
を
優
先
す
る
友

好
ぶ
り
で
、
早
期
に
首
脳
会
談
や
国
防
長
官
来
日
が
続
き
ま
す
。
昨
年
末
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
、
年
金
、
カ
ジ
ノ
の
強
行
採
決
は
、
国
民
の
圧
倒
的
反
対
の
世
論
が
あ
り
ま
し

た
。
す
ぐ
当
面
の
変
化
は
な
い
も
の
で
す
が
、
今
後
日
本
の
貿
易
や
暮
ら
し
に
大

き
な
影
響
が
出
る
も
の
ば
か
り
で
す
。 

ま
た
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
も
破
綻
し
て
い
る
の
に
、
最
悪
の
「
働
き
方
改
革
」
で

残
業
の
野
放
し
を
固
め
る
な
ど
に
つ
な
が
り
ま
す
。
同
一
労
働
同
一
賃
金
も
基
本

給
に
は
影
響
な
く
、
手
当
な
ど
で
進
め
る
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ソ
で
固
め
た
政

策
は
、
化
け
の
皮
が
は
が
れ
ま
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
墜
落
を
「
不
時
着
水
」、
南
ス

ー
ダ
ン
の
内
乱
と
戦
闘
を
「
衝
突
」
と
軽
い
言
葉
で
そ
の
本
質
を
見
よ
う
と
し
な

い
政
権
の
暴
走
を
止
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

「
暴
走
す
る
安
倍
政
治
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
民
進
、
共
産
、
自
由
、
社

民
の
野
党
四
党
は
次
期
衆
院
選
で
の
共
闘
に
向
け
た
協
議
を
急
ぐ
べ
き
だ
。
多
く

の
候
補
者
を
擁
立
す
る
民
進
、
共
産
両
党
間
で
は
二
百
近
く
の
小
選
挙
区
で
候
補

者
が
競
合
す
る
。
民
進
党
の
支
持
組
織
で
あ
る
労
働
組
合
の
連
合
で
は
、
共
産
党

と
の
共
闘
に
慎
重
論
が
根
強
い
が
、
野
党
候
補
が
競
合
し
た
ま
ま
衆
院
選
に
突
入

す
れ
ば
、
与
党
が
漁
夫
の
利
を
得
る
だ
け
だ
」(

東
京
新
聞
１
月
13
日)

の
指
摘
は

そ
の
通
り
で
す
。
い
つ
総
選
挙
に
な
っ
て
も
、
野
党
は
共
同
し
て
ア
ベ
政
治
打
倒

で
一
致
結
束
し
て
い
る
こ
と
を
示
せ
ば
、
支
持
の
広
が
り
は
も
っ
と
増
え
ま
す
。 

 

総
が
か
り
実
行
委
員
会
が
提
起
し
た
「
沖
縄
統
一
署
名
」
は
１
月
10
日
現
在
、

80
万
筆
と
聞
い
て
い
ま
す
。
今
度
の
締
め
切
り
で
あ
る
３
月
末
に
向
け
て
、
も
っ

と
集
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
間
の
政
府
が
す
す
め
て
き
た
沖
縄
県
民
へ
の
暴
政
、
暴

行
の
数
々
を
き
っ
ち
り
と
国
民
の
声
と
し
て
示
し
ま
し
ょ
う
。 

  

国
会
が
開
会
さ
れ
た
１
月
２０
日
の
昼
、
淀
屋
橋
で
国
民
運
動
大
阪
実
行
委
員

会
、
安
保
破
棄
大
阪
実
行
委
員
会
、
大
阪
憲
法
会
議
・
共
同
セ
ン
タ
ー
が
共
催
し

て
、
国
会
開
会
日
宣
伝
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
約
40
人
の
参
加
で
、「
戦
争
法
廃

止
」「
沖
縄
へ
の
米
軍
新
基
地
建
設
阻
止
」「
カ
ジ
ノ
法
廃
止
」「
労
働
法
制
改
悪
反

対
」「
共
謀
罪
の
国
会
上
程
阻
止
」
な
ど
を
訴
え
え
ま
し
た
。 

安
倍
首
相
は
施
政
方
針
演
説
で
「
日
米
同
盟
こ
そ
が
我
が
国
の
外
交
・
安
全
保

障
の
基
軸
だ
。
こ
れ
は
不
変
の
原
則
だ
。
で
き
る
だ
け
早
期
に
訪
米
し
、
ト
ラ
ン

プ
新
大
統
領
と
同
盟
の
絆
を
さ
ら
に
強
化
す
る
考
え
だ
」
と
、
ア
メ
リ
カ
追
随
路

線
を
今
ま
で
以
上
に
突
き
進
む
こ
と
を
表
明
し
ま
し
た
。
憲
法
施
行
70
年
で
あ
る

こ
と
に
触
れ
、「
次
な
る
70
年
に
向
か
っ
て
日
本
を
ど
の
よ
う
な
国
に
し
て
い
く

の
か
。
そ
の
案
を
国
民
に
提
示
す
る
た
め
、
憲
法
審
査
会
で
具
体
的
な
議
論
を
深

め
よ
う
」
と
呼
び
か
け
、
改
憲
に
向
け
て
の
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
共

謀
罪
」
創
設
に
も
執
念
を
示
し
て
い
ま
す
。
沖
縄
の
辺
野
古
の
問
題
で
は
「
普
天

間
基
地
の
全
面
返
還
、
沖
縄
の
基
地
負
担
軽
減
の
た
め
に
は
辺
野
古
新
基
地
建
設

が
必
要
で
あ
る
」
と
い
う
論
を
繰
り
返
し
、
沖
縄
県
民
の
基
地
建
設
反
対
の
声
に

耳
を
傾
け
る
気
が
な
い
こ
と
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。 

国
会
論
戦
の
中
で
、
政
府
が
「
共
謀
罪
」
を
「
国
際
組
織
犯
罪
防
止
条
約
」
締

結
の
た
め
に
必
要
と
し
て
い
る
論
拠
が
崩
れ
ま
し
た
。
南
ス
ー
ダ
ン
の
状
況
に
関

し
て
か
た
く
な
に
危
険
性
を
認
め
な
い
安
倍
首
相
の
態
度
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま

す
。
オ
ス
プ
レ
イ
が
欠
陥
機
で
あ
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

労
働
や
く
ら
し
に
関
し
て
も
、
安
倍
政
権
が
か
か
げ
る
改
革
が
、
国
民
の
苦
難

に
ま
っ
た
く
目
を
向
け
な
い
、
事
実
を
歪
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。 

安
倍
首
相
は
野
党
か
ら
の
批
判
を
ま
と
も
に
受
け
止
め
ず
、
質
問
に
対
し
て
聞

か
れ
た
こ
と
に
は
ほ
と
ん
ど
答
え
ず
、
中
傷
で
野
党
を
攻
撃
す
る
態
度
を
と
っ
て

い
ま
す
。
４
野
党
か
ら
は
、「
戦
争
法
反
対
」「
共
謀
罪
反
対
」「
長
時
間
労
働
是
正
」

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
」「
沖
縄
問
題
」
な
ど
で
一
致
し
た
立
場
か
ら
の
質
問
が
出
さ
れ
、

国
会
内
の
論
戦
で
し
っ
か
り
と
共
闘
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 
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すすめよう！！ 

１月１９日「おおさか総がかり行動」 

 安保破棄大阪実行委員会の 1 月定例２３宣伝

行動を1月23日に行いました。 

10 人の参加で、ビラまきと「沖縄県民の民意

尊重と、基地の押しつけ撤回を求める全国統一

署名」に取り組みました。前の人が署名をし終

えるのを自ら待ってまで署名をしてくれる人も

いました。ビラも比較的多くの人が受け取って

いました。 

国会が開会され、安倍首相が改憲への意欲を

しめし、日米同盟を一層強化することや辺野古

への米軍新基地建設進めることなどを表明する

という情勢のもとでの重要な宣伝行動でした。 

2月の23宣伝行動は、

2月23日（木）です。多

数のご参加お願いしま

す。 

 

国
会
内
外
の
た
た
か
い
で 

 

安
倍
政
権
を
追
い
詰
め
よ
う 
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・ 

 

１
月
14
日
（
土
）
福
知
山
市
内
で
「
米
軍
来
る
な
福
知
山
市
民
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
１
０
６
人
の
参
加
で
し
た
。 

 

京
都
・
経
ヶ
岬
に
あ
る
米
軍
通
信
基
地
所
属
の
米
軍
人
・
軍
属
の
実
弾
射
撃

訓
連
で
、
福
知
山
の
自
衛
隊
射
撃
場
を
使
用
す
る
こ
と
が
日
米
合
同
委
員
会
で

合
意
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
11
月
29
日
に
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
こ

れ
か
ら
年
間
20
日
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
集
会
で
は
、

実
弾
射
撃
訓
練
に
抗
議
す
る
た
た
か
い
の
経
過
や
現
状
、
こ
れ
か
ら
の
た
た
か

い
の
方
向
が
語
ら
れ
ま
し
た
。 

 

京
都
府
知
事
、
福
知
山
市
長
と
も
に
蚊
帳
の
外
の
よ
う
な
状
況
で
、
政
府
間

で
勝
手
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
知
事
、
市
長
と
も
に
抗
議
す
る
わ
け
で

な
く
、
む
し
ろ
追
随
す
る
よ
う
な
態
度
で
す
。
地
元
説
明
会
で
も
当
該
地
区
の

室
自
治
会
員
だ
け
に
参
加
を
限
定
し
、
非
公
開
で
行
わ
れ
ま
し
た
。「
室
自
治

会
は
承
諾
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
域
住
民
へ
の
聞
き
取
り
で
は
、
多

く
の
不
安
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
知
山
市
議
会
で
は
市
民
の
要

望
の
受
入
れ
や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
求
め
る
「
米
軍
に
よ
る
射

撃
運
連
の
受
入
れ
に
関
す
る
決
議
」
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

ま
だ
ま
だ
市
民
、
府
民
に
も
し
っ
か
り
と
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、

実
弾
射
撃
訓
練
の
危
険
性
、
問
題
点
を
告
発
し
、
オ
ー
ル
京
都
で
声
を
上
げ
て

い
き
、
全
国
と
連
帯
し
、「
米
軍
基
地
撤
去
」
の
オ
ー
ル
京
都
の
流
れ
を
つ
く

り
、
オ
ー
ル
日
本
に
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
と
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

  

情
勢
の
大
き
な
変
化
を
迎
え 

大
阪
安
保
幹
事
会
の
成
功
を 

 

３
月
４
日(

土)

13:

30
～
、
大
阪
社
会
福
祉
会
館
の
２
０
１
７
年
大
阪
幹
事
会

は
、
情
勢
の
変
化
を
知
り
、
た
た
か
い
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
た
め
に
、
重
要
な

位
置
づ
け
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

 

第
１
に
安
倍
政
権
に
よ
る
沖
縄
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
が
再
び
始
ま
り
ま
し
た

が
、
県
民
の
反
対
世
論
は
い
ま
だ
に
８
割
近
く
あ
り
、
高
江
の
パ
ッ
ド
建
設
強
行

や
オ
ス
プ
レ
イ
墜
落
事
故
で
怒
り
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
支
援
と
連
帯
を
引

き
続
き
強
め
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
第
２
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
で
の
整
備
が
始
ま
り
、
横
田
米
軍
基
地
、
佐
賀
空
港
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備

と
訓
練
な
ど
の
全
国
展
開
が
は
か
ら
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
が

必
要
で
す
。
第
３
に
安
倍
政
権
は
米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
要
求
に
応
じ
て
い
く
危
険

性
が
あ
り
、
こ
れ
を
阻
止
す
る
た
た
か
い
で
す
。
第
４
に
総
が
か
り
運
動
の
発
展

は
、
大
阪
で
は
泉
南
、
高
槻
な
ど
地
域
連
合
の
結
成
で
そ
の
共
同
が
前
進
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
加
速
さ
せ
、「
野
党
共
同
」
の
素
地
を
つ
く
る
た
め
に
、「
一
致
点

で
の
共
同
」
に
お
け
る
政
策
的
な
リ
ー
ド
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
課
題
を
総
括
し
、
大
阪
安
保
を
強
化
し
、
た
た
か
う
意
思
統
一
を
こ
の
幹
事
会

で
進
め
て
い
き
ま
す
。「
島
嶼
防
衛
」
の
名
前
で
、
自
衛
隊
配
備
の
動
き
が
あ
る
石

垣
島
の
住
民
の
た
た
か
い
を
移
住
し
た
藤
井
幸
子
さ
ん
か
ら
講
演
も
あ
り
ま
す
。

最
近
８
０
０
人
で
市
長
の
受
け
入
れ
に
抗
議
す
る
集
会
が
成
功
し
て
い
ま
す
。
日

米
同
盟
と
軍
事
大
国
づ
く
り
に
ど
う
た
た
か
う
か
経
験
と
学
ぶ
値
打
ち
は
十
分
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
方
の
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

《
地
域
安
保
の
情
報
》 

 

岸
和
田
安
保
は
、
１
月
の
定
期
総
会
、
８
月
の
学
習
会
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
１
月
27
日(

金)
19
時
か
ら
市
職
員
会
館
で
西
谷
文
和
氏
を
講
師
に
迎
え

た
学
習
と
定
期
総
会
を
38
人
で
開
催
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
、
幹
事
会
、
23
宣

伝
行
動
を
毎
月
実
施
す
る
こ
と
を
方
針
に
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
で
は
岸
和

田
駅
で
の
夕
方
23
宣
伝
行
動
が
９
回
、
幹
事
会
が
７
回
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
長

に
家
串
省
三
郎
氏(

市
教
組)

、事
務
局
長
に
横
井
智
明
氏(

市
職
労)

が
再
任
さ
れ
、

全
部
で
12
人
の
役
員
体
制
で
す
。
グ
ル
ー
プ
で
沖
縄
訪
問
ツ
ア
ー
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
岸
和
田
安
保
と
し
て
も
考
え
て
い
こ
う
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

北
区
安
保
は
再
開
総
会
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。
か
つ
て
丑
寅
（
関
西
合
同

法
律
事
務
所
）
氏
が
事
務
局
長
と
し
て
奮
闘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
退
任
さ
れ
て

か
ら
事
実
上
の
閉
店
状
態
で
し
た
。
後
任
の
植
松
さ
ん
は
、
18
あ
る
労
組
・
団
体

を
す
べ
て
訪
問
さ
れ
、
機
関
紙
代
な
ど
の
会
計
処
理
を
済
ま
せ
、
案
内
に
回
ら
れ

ま
し
た
。
１
月
29
日
（
日
）
14
時
か
ら
北
区
民
商
で
再
開
総
会
に
向
け
た
相
談

が
５
人
で
行
わ
れ
、
４
月
15
日
に
総
会(

学
習
会
な
ど
を
含
む)

を
開
催
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

2017年 

2月 

８日(水)「5・3おおさか総がかり集会」 

実行委員会（18:30∼エルおおさか）

11日(土)「建国記念の日」不承認のつどい 

（13:30∼たかつガーデン）

13日(月)原発ゼロの会･大阪イレブンアクション 

(17:30∼天王寺駅東口)

14日(火)大阪市議会開会 

17日(金)∼19日(日)安保中央辺野古・高江行動 

18日(土)民法協権利討論集会 

19日(日)大阪革新懇定期総会（13:30∼グリーン会館） 

23日(木)23定例宣伝行動（12:00∼淀屋橋） 

24日(金)大阪府議会開会 

25日(土)安保破棄中央実行委員会全国代表者会議 

28日(火)～3月1日(水)ビキニデー 

3月 

１日(水)常任幹事会（10:00∼大阪安保） 

４日(土)大阪安保幹事会（総会） 

（13:30∼大阪府社会福祉会館505号）

５日(日)うたごえ協議会定期総会 

17日(金)∼19日(日)安保中央辺野古･高江･伊江島行動 

19日(日)9条の会講演会（エルおおさか） 

22日(水)「東アジアの平和をめざす講演のつどい」 

（18:30∼クレオ東、講演：緒方靖夫氏)

23日(木)23定例宣伝行動（12:00∼淀屋橋） 

当 面 の 予 定 

とき：2017 年 3 月２２日（水）18 時 30 分～ 

会場：クレオ大阪東（大阪市城東区鴫野西２） 

資料代：５００円 

米軍来るな福知山市民集会 


